8/26 コメント返信

[bookmark: _GoBack]Q ユーロ円の１ですが、長期足トレンドラインがレジスタンスとなっていて、そこからTOしていくという想定で、エントリーをした最終判断は何でしょうか？
A  5分足の80MAとトレンドライン中心で支持されているEB（3本セットでEB）です。中心からのTurn outの目標は、狭いですが80MAの-2σで、オレンジのレジサポライン(RS)の直ぐ上を目指しています。
Q 決済は２のドテンで決済でしょうか？
A　はい。オレンジRSで支持されるPBで決済、ドテン買い、2のPB,EBです。
Q TBRSとはどういう意味でしょうか？
A RSはレジサポラインの略です。Turn BackのEB, PBで、RS(SRの方が一般的ですか)で支持されているものです（後であまり断っていないのですが,重要な根拠は付記したいと考えています）。

Q ２ですが、長期足のサポレジと80MAの2シグマからTBが起こる想定でPBっぽい足の高値超えからエントリーでいいでしょうか？
決済はどういう理由でされましたか？
A おっしゃるとおりです。80MAの2シグマからのTB想定のPBの高値超えです。
決済は1と同じ抵抗トレンドラインと80MAです。抵抗トレンドラインの上値抜けを期待していますが、一応到達して抵抗が見えるので一旦決済しています。

Q ３ですが、トレンドラインブレイクの瞬間からエントリーでしょうか？
決済は寝るので見てられないからですね、間違ってたら教えてください。
A はい。トレンドラインブレイクのTOです。MA中心から2シグマに向かうものをTOとよんでいます。（前はMA中心でTurn しないものは、Non Turn として区別していたのですが、今は簡単にMAから外に向かうものをTOと呼んでいます。）
決済は、前回安値までの25pipsほどを、SLにして朝まで放置しようと思ったのですが、5分、15分足で見て何となく荒れてきそうなので（今までは大抵2−3日は持っていることが多く、デイトレのような短い足のものはあまり経験がありません）。しかし、この場合トレンドが朝ぐらいまでは続きそうなので、やはりダウ安値をSLにして放置するものなのでしょうか？
Q ５ですが、長期トレンドラインに沿ってアップトレンドの判断から収束点でトレンドラインに頭を抑えられてレンジを作っていたのでブレイクからエントリー,2シグマタッチで決済でしょうか。
A　おっしゃる通り、三角ラインの収束点からのブレイクで、10MA,20MA,80MAが収束し、揃ってからのTOを見ています。Perfect Orderで拡がっていかないので、直ぐ2シグマタッチで決済しています。
Q それぞれストップはどうされていますか？
EB,PBはローソク足の高安値を用いていますが、原則その時間足のダウの安値かサポレジラインを用いるように心がけています。エクセル表に示すように、5-15分足では、リスクのpipsが大きくても10程度と小さいので、大抵ロット数が証拠金余裕よりずっと大きくなります。デイトレのように短い期間でのトレードは、リスクをできるだけ小さくできるところ（下位足）でエントリーし、ロット数は余裕いっぱいで大きくし、早い目に決済するのが基本なのでしょうか。今週のEURJPY, USDJPYは、方向がはっきりしないことが多く、トレードするとしても短い時間で早く決済すべき (追加ファイルの8/24日のように)と叱られそうですね。基本的なことで鋭い質問を受けていると、久しぶりの口頭諮問のようで、何か嬉しくてゾクゾクしそうです。よろしくご指導の程お願いいたします。
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75MA基準スイングシステムの定義、及びドル円4h足で、2010年全Turn Back, Turn Out PB, EBの検証

 　5月29日報告では、長期波動（75MA）上での短中期波動の乖離と収束に着目し、グランビルの法則に基づくエントリーと決済のルール作りの可能性を検討した。そこでは、まずルール１による日足PBが、1) 長期75MAによる支持、2) 75MA上での短中長期MAの収束と乖離、3) エントリーと決済の75MAに対する向き(MA上、または支持されてエントリー、乖離で決済、MAから大きく乖離しMAに戻る動きでMAを目標に決済等)、4)スイングの波動の周期、期間について調べた結果を報告した。本報告では、75MAを基準として、Turn BackとTurn OutのEB, PBを定義し、その出現のサインでエントリーと決済を繰り返すシステムを提案し、１年分の全PB, EBについて過去検証を行った。

１, 75MA基準スイングルール：
1)75MA乖離ピーク近辺で出現するEB, PBをターンバックバーTBB (TBPB＆TBEB)と定義し、エントリーと決済の両方に用いる
2)75MAへの収束領域で出現するEB, TBをターンアウトバーTOB (TOEB＆TOPB, 特にPO開始前の起点はPOB)と定義し、TBB,TOBの組み合わせで、繰り返しエントリーと決済を完全にルールに従い機械的に行う（ドテン買の繰り返し）。
3) 75MA収束時は、多くの場合75MA上でもみ合い後、トレンド反転のTOBかトレンドが続くTOBが出現する。なおTBB間でトレンド方向のEB、PBはNTB(Non Turn Bar)と呼び、Stop引き上げ、分割決済に用いることができるが、原則何もしないでTBB間でのドテン買を繰り返す。
4) 年5-10回の長期トレンド出現時は、75MAからの乖離が続き、その間トレンド転換まで長期間の保持を原則とする(通常200-400pips以上の目安)

2. 検証結果と考察
Turn backとTurn outは、平均からの乖離点と収束点に注目し、その動きの把握の下で、EB, PBの反転サインでエントリーする。このためリスクが極端に低くなる。なぜなら75MAから乖離もしくは収束状況からの反転は、必然的にローソク足はEBかPB、もしくはその組み合わせになり、その方向は定義からして波の動きの方向と一致しているから。逆に波の山、谷、収束点以外では、EB、PBが出現しても、転換のサインとしてあまり意味がないのでないか。実際、ルール１の10MA, 20MAを基準条件とするPB, EBは、図に示すように、ターンバックの両端のTBEB, TBPBの中間にあることが多い。（図に示す、0TB1-1TBsl1'-1TO2や、2TB3-3NT(Non Turn)3'-3TB4の赤字のEBが、ルール１によるもの）。また当然ながらレンジ相場の真ん中や、トレンド転換前の持ち合い領域で小さな波が繰り返す相場では、動きの方向がはっきりするまではルール１は有効でないので待つことが肝心（カリキュラム１の宿題？）。
　TB、TOに注目するスイングシステムの過去検証の結果は劇的である。1年間で100万円が5億円になる。これは不思議なことでなく，月2倍をコンスタントに1年続ける結果として当然である。ルールには何も難しい条件はなく，単にターンバックとターンアウトの起点のEB、PBを判断するだけで、利確も全てドテン決済、買いの繰り返しである。5月の日足のPBの過去検証では，年数回の大きなトレンドを確実に捉えるので、3年間で15回のエントリーで6倍になっていたが、そこではレンジ相場はパスしていた。FXの相場は，その値動きの短中期波動は、４h足でよく把握でき、その山、谷を確実に捉えると月2倍は可能性が高いことが証明できた。フリスタの謳い文句どおり、特別な専門技術を持った専業トレーダだけが利益をあげられるという迷信が誤りであることを実証したことになる。
3.質問 1)TBB,TOB共に起点となるEB, PBの把握がポイントになりますが，山，谷でのTBBはほぼ自動的に決まり容易ですが，収束点でのTOBは小さい波が繰り返される場合，何回か短期間の波の動きに合わせてエントリーすることになるのでリスク要因になる。ルール通りにドテン決済買いを繰り返しても大した問題でないのですが，小さい波ではそれなりの決済方法がありそうです。図のTB、TOの19-20,20-21,21-22,30-30’(利確のみ)、31-34,37-38,44-45,53-54です（結構多いですね）。上下の動きに振り落とされてストップロスになるかは、ローソク足のちょっとした長さの違いに依存しそうです。この場合、a)短期の優位性の変化（小さい波のピーク）で一旦決済—反転確認で再エントリー、b)下位足(1h足)のスイングルールに従う,c) 早めに分割決済と方向確定で迷わず増し買い、d)何もしないで待つ（本を読むか根崎さんの過去アーカイブの相場解説、セミナービデオを見ている方がずっと楽しい）か、お勧めはいかがでしょうか。2) 今まではほとんどの場合、水平線の節目（レジサポ）とトレンドライン（特にチャンネルライン）での動きに注目し、プルバックまたは下位足でのブレーク確認で、買いと決済を決めていました。指値の目標を決めるには良いのですが、判断の起点となるサインはずっと見ていないと多くの場合、決定的瞬間は見過ごすことになります。予測通りだったが、事後取り損ねを確認することが多いのは当然です。4時間足のローソク足の結果だけを見て、判断するのはずっと楽なように思います。実際のトレードでは、皆さんはライフスタイルによるとは思いますが、チャートチェックをどのような間隔、時間帯で行い、またアラートの設定等の時間管理をどのようにしているのでしょうか。（なおダウ式自動ストップ引き上げのEAは使っています。POの長期トレンドではもちろん有効ですが、デイトレに近い時間軸では，ちょっとほっておくとよくロスカットに引っかかっています。むしろ指値目標が楽で安定しています）。カリキュラムの後で学ぶことかもしれませんが，４時間おきのデータ確認と、指値による放置注文をうまく組み合わせるシステムについてご教示ください。
3) 過去検証でチャートを眺めていると，驚くほど規則性がありそうで，新しい発見の連続です。東京勉強会でのPO552も、非常に興味がありますが，今はもう少しスイングのシステムを、1h足、15分足の短い時間軸で確認して有効性を確かめて，実時間で実際に使って検証したいと思います。この場合，１時間足のローソクを見てスイングのタイミングを確認し、15分足か5分足でトレードのシミュレーションをするのがよいか，余計なことを考えずに1h足（カリキュラムの勉強が終われば4h足）の情報だけでトレードの勉強（シミュレーション）をするのがよいでしょうか。
4) PO552の考え方は非常に興味があります。東京勉強会での宿題とセミナー実演結果はまだ見ていないので申し訳なく、残念なことなのですが、最後に5MAの小さい波が反転し、POに揃う手前の段階での15分足のEBの出方に興味があります。今回のスイングシステムの4h足では、31PO32,35PO36等に示されるように、最後に10MAの波が反転してPOに揃う半波長前に、POEBが出現し，見事にPO のブレイクを事前に捉えています。しかしその一つ手前の30TO30’は収束一歩手前のかなり大きな波に引っかかり，ロスカットになっています。基本は10MA,20MAと75MAが揃う一歩手前（半波長）のEBが、買いのサインで良いと思うのですが，いろいろな人が様々にシステムを作っている中で，どのようにPO発生を確認（事前か事後か等）し，ローソク足のサインのタイミングとつなげているのでしょうか。本75MAスイングルールでは、収束からのTurn Outの動きは確認してエントリーはしているが，そのEB出現後のプルバックとPOに揃ってからのブレイクは事前には予測できない。15分足でのダイバージェンスの発生の確認など，結構注意深い微妙な判断が必要なように思われますが，この辺の面白さと割り切り方について教えていただければ幸いです。

今後
1h足と15分足でTBスイングルールの有効性を過去検証し，デモトレ（できるだけ多通貨）で検証したい。２ヶ月目以降のカリキュラムは見ていないのですが，フィボナッチトレードなど何をするのかなと思っています。過去のトレードの値動きの波を見ていると，対数螺旋の波の成長，反射と短周期から長期波動への拡散などが観測され，その数値的な規則正しさは驚異であり，理論化のテーマとして関心が惹きつけられます。現在どこまで理論的な研究が進んでいるか何も知らないのですが，ちょっと見たところではエリオット波動理論などの現象論のレベルに止まっているように思えます。それにしても、入れ子構造の波形で，フィボナッチ数列に極めて正確に従い相似型で対数螺旋成長していくのは，自然界の単純な法則や自己組織化に従う成長と同様にも見えます。しかし、むしろ鶏が先か卵が先かの問題があり、大口投資家によるAccumulationと Distributionが、一定のルールに従って規則的に行われるため，その記憶が後の局面でも過去の記憶として引き継がれ、さらに過去のレジサポやトレンドの起点（いつも成長は起点が肝心）が将来の値動きを規定しているようにも思われます。その結果、黄金比に従うレジサポがいたるところ見え、さらに多数のトレーダがフィボナッチを見てトレードするのでその節目に従って波も成長しやすくなるのでしょうか。この過去のデータの分析に基づく波動成長の理論は、Koh理論として何かありそうだと思って，【PB日足図608】でも試しているところです。今は理論化の関心は先の楽しみにして，まず本TBスイングルールで1hと15mで過去検証とデモを行いたいと思います。なお日足ルール1の過去検証の図は， Koh理論に基づく検討も含めてリヴァイズしています。途中まで進めている4h足でのルール１と75MA基準点に基づく検証は、東京勉強会で見ていただこうと思って急いで用意していたのですが時間がなかったので、次回Koh理論の具体的内容を含めて、4h足の検証の詳細な報告をします。
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